
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の指導性
発揮

令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた  

指導改善資料２０２５ 
  

Ｑ. 考えが確かになる・深まるようにするには 

どのように指導したらいいの？ 

 Ｑ. 主体的な追究（探究）になるにはどのよう 

に指導したらいいの？ 

 

Ｑ. 根拠を明確にして、自分の考えをもつには 

どのように指導したらいいの？ 

 

Ｑ. 質問調査の結果から、岐阜県の児童生徒の 

学習状況等はどのようになっているの？ 

あなたの悩み・疑問を解決するヒント  

P.1～ 

国語 

岐阜県教育委員会 

  

 

 

P.８～ 

算数・数学 

P.１５～ 

理科 

P.２０～ 

質問調査



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

国語

まずは・・・ 

文章を読む目的を確認し、どのような

語や文に着目するとよいか指導します。 

 

 

 

 

 

（例） 主人公の人柄を想像するため 

に読む 

⇒ 会話や行動の描写に着目 

（例） 文章の構成や表現の効果につ 

いて考えをもつために読む 

⇒ 文章の構成や表現に着目 

文章を読んで考えたことを説明する場面で、 

根拠を明確にして説明できる 

ようにするにはどう指導すればいいのかな。 

 

 

-１- 

 

 

次に・・・ 

着目した語や文と自分の考えを 

結び付けて説明するように指導します。 
 
【発問例】着目した語や文からどのようなことが

分かったか、説明してみましょう。 

【発問例】（・・・という目的）のためには、どのよう

な語や文に着目して読むとよいですか？ 

 
 

 

 

 

 

 



◆文章を読む目的を確認し、着目する語や文を指導します。 

〔ここでの発問〕 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

学年 第３学年 

教材名 三年とうげ 

本時の位置 ３／６時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

その他，連した指導について 
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転
ぶ
の
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楽
し
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で
い
る
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・
す
っ
か
り
安
心
し
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お
じ
い
さ
ん
の
行
動
・
会
話

◆着目した語や文と自分の考えを結び付けて説明するように指導します。 
〔ここでの発問〕 

 

 

本時の目標 
「ふとんにもぐりこみ」「ふとんからはね起きる」などの行動や様子を表す言葉に着目して、登場

人物の気持ちの変化を具体的に想像することができる。 

-２- 

 

★「根拠を明確にする」指導ポイント★ 
                          

 

 

 

 

 

 

 

・文章を読む目的を確認しましょう。 

・着目した語や文と考えをつなげて 

 説明するよう指導しましょう。 

「発問」によって思考を焦点化しましょう！ 
【学習活動】 
１ 前時の学習内容を振り
返り、本時の課題を確
認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 課題に対する自分の考
えをまとめ、交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
３ もう一度、考えを書き
直したり加えたりする。 

 
４ 本時のまとめをする。 

おじいさんの行動や
出来事に着目して、気
持ちがどのように変
わっていったのかを
考えよう。 

 

「ふとんにもぐりこみ」ぶ
るぶる震えていたおじい
さんが、話の最後には三
年とうげに行って「わざ
とひっくり返り」転んだと
いう部分が面白いです。 

 

物語の面白さを見つけるためには、おじいさんの行動や様子の
「変化」に着目するとよさそうですね。そのために、会話や行動、
様子の変化がわかる語や文を見つけましょう。 
 
 

 

 

 

「ふとんにもぐりこみ」と
いう言葉から、それくらい
転んだことがショックだっ
たおじいさんなのに、トル
トリの言葉をきっかけに、
ふとんからはね起きて、わ
ざと転んでみようという気
持ちに変化したところが
面白いです。 
最後に「けろけろけろっと
した顔」と書いてあって、
元気になったことを表す
言葉も面白いと思います。 

 
あなたが面白いと考えたところを、おじいさんの行動や様子を表す語や
文を結び付けて、黒板の矢印を参考にしながら話してみましょう。  

 

 

「板書」によって思考を整理しましょう！ 

考え 

課

題 

考え 

 

根拠（おじいさんの行動） 

根拠 

考え 

根拠（おじいさんの行動） 

2つの考えを比べる＝変化 

根拠（おじいさんの行動） 

「変化」を捉える

にはどの語とど

の語を選んで

比べればよい

ですか？ 

 

 

 

文章を読み、自分の考えを根拠を
もとに説明する上で、その根拠を文
章の中から適切に選ぶ必要があり
ます。 
そのためには、文章を読む目的を

確認し、どのような語や文に着目し
て読むとよいかを指導します。 

 

※板書例 

単元の目標にもある、物語の「面白いところ」はどんなところでし
たか？ 
 
 

 

 



 

 
 
 
 

学年 第３学年 

教材名 三年とうげ 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 ※省略 

  

３ 指導と評価の計画（全６時間）      〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 
時間 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 

・これまでに読んだり聞いたりした民話や
昔話について伝え合う。 

・自分の紹介したい民話や昔話を選び、紹
介カードの作成に向けた学習の見通しを
もつ。 

〇
⑶
オ 

  

・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な
知識や情報を得ることに役立つこと
に気付いている。 

・登場人物やあらすじなど、物語の内容
をおおまかに捉えるとともに、お気に
入りの民話や昔話を選び、友達に紹介
するための学習計画を立てている。 
        

２ 
・「三年とうげの言い伝え」「登場人物」「出
来事」に着目して内容を捉える。 

・自分の選んだ民話や昔話を読み進める。 
 

〇 
C 
エ 

 
・三年とうげの言い伝え、登場人物の行
動や気持ち、出来事に着目して、物語
の内容を捉えている。 

３ 
 

本時 
 

・出来事や登場人物の言動、言葉の使われ
方、文の調子に着目して、登場人物の気
持ちの変化を具体的に想像できる。 

・自分の選んだ民話や昔話を読み進める。 

 
●
C
エ 

● 

・「ふとんにもぐり込み」「ふとんからは
ね起き」などの言葉に着目し、おじい
さんの気持ちの変化を具体的に想像
している。      

・進んで出来事や登場人物の言動、言葉
の使われ方、文の調子に着目して文章
を読み、これまで学習したことを生か
して登場人物の気持ちの変化を具体的
に想像しようとしている。 

４ 
・「三年とうげ」のおもしろいと感じた部分
を伝え合う。 

・自分の選んだ民話や昔話を読み進める。 
 

● 
C 
オ 

 

・物語の組み立てやおじいさんの変化、
木のかげから聞こえてきた不思議な
歌など、おもしろいと感じた部分とそ
の理由について自分の考えを伝え合
っている。 

５ 
・出来事、登場人物の言動、言葉の使われ
方、文の調子に着目して、自分の選んだ
民話や昔話のおもしろさをまとめる。 

● 
⑵
イ 

〇
C
オ 

 

・引用の仕方について理解している。 
・「登場人物や大きな出来事」「言葉の使
われ方」など、おもしろいと感じたと
ころと、その理由を入れながら、自分
の選んだ本の紹介カードを書きまと
めている。      

６ 

・自分の選んだ民話や昔話の紹介カードを
読み合い、気付いたことや感想をまとめ
る。 

・単元のまとめをする。 

●
⑶
オ 

  

・紹介カードを読み合い、仲間の選んだ
様々な民話に触れることで、読書の幅
を広げるとともに、読書が自分の世界
を広げることにつながることに気付
いている。    

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

・引用の仕方を理解し使うことができる。                  〔知識及び技能〕⑵イ 
・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くことができる。   
                                     〔知識及び技能〕⑶オ 
・登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。                                
                              〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴エ 
・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。 
                              〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴オ 
・言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとす
る。                              「学びに向かう力、人間性等」 

-３- 

登場人物の行動や気持ちをとらえて、

えらんだ民話をしょうかいしよう。 

 



 

 
 
 
 

学年 第４学年 

教材名 ごんぎつね 

本時の位置 ６／８時 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他，関連した指導について 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆文章を読む目的を確認し、着目する語や文を指導します。 
〔ここでの発問〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆着目した語や文と自分の考えを結び付けて説明するように指導します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
〔ここでの発問〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

-４- 

本時の目標 

ごんと兵十の様子を表す言葉に着目することで、気持ちの変化やすれ違いに気付き、最後の一文が死をもって

でしか通じあえなかった深い悲しみを強調していることを読み取ることができる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

 

 

・文章を読む目的を確認しましょう。 

・着目した語や文と考えをつなげて 

 説明するよう指導しましょう。 

【学習活動】 
１ 前時の学習内容を振り
返り、本時の課題を確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 課題に対する自分の考
えをまとめ、交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ もう一度、考えを書き
直したり加えたりする。 

 
 
４ 本時のまとめをする。 
 

ごんが兵十にうたれてし

まう場面でのごんと兵十

の気持ちを読み取ろう。 

この単元では物語の結末についての感想を書くために、登場人物の心情が大
きく変化した場面を読み、考えをまとめてきましたね。 
前の時間はどのような言葉に着目して読みましたか？ 

ごんや兵十の会話や行
動、周りの様子を表す言
葉にも着目しました。 

 

 

 

辞書を引いたら「取り落と

す」は、無意識で手から落

ちる様子だという意味だと

分かりました。「ばたり」と

つなげると、手に力が入ら

ず火縄銃を持っていられ

ないくらい、自分のしたこ

とを後悔しているというこ

とが分かるから、なんてこ

とをしてしまったんだと、自

分を責める気持ちがある

と考えました。 

 

            ★「根拠を明確にする」指導ポイント★ 
「着目した語や文」を根拠にして「考え」をもつには、次の手立てが有効です。 

着目した語や文をノート等に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠 

考え 

「取り落とす」と「落とす」とは違うのでしょうか？言葉の意味を辞書で調べた

り、別の言葉とつなげたりして考えると、より深く気持ちが想像できますね。      

 

※板書例 

「発問」によって思考を焦点化しましょう！ 

「板書」によって思考を整理しましょう！ 

【手立て(例)】 

・動作で表して  

・挿絵とつなげて 

・似た経験と比べて 

・辞書の意味を付け加えて  

・似た言葉に置き換えて 

・別の言葉を加えて 

 



 

 
 
 
 

学年 第 4学年 

教材名 ごんぎつね 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 ※省略 

 

３ 指導と評価の計画（全８時間）     〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 
時間 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 
 

2 
 

3 

・学習のねらいや進め方を捉え、学習の見
通しをもつ。 

・本文を読み、内容の大体を捉える。 
・初発の感想を書き、読み合う。 
・学習課題を確認する。 
 
 
  

 
〇 
⑴ 
オ 

  

・場面の様子や登場人物の言動、気持ち  
 や様子などを表す言葉を取り上げ、言 
 葉の意味を調べたり他の言葉と比較 
 したりして分かったことをノートに 
 記述し、語彙を豊かにしている。 
 

4 

・ごんや兵十の気持ちが大きく変化した
場面はどこかについて考える。 

 
ごんがつぐないを始める場面 
ごんが兵十にうたれてしまう場面 

 

 
〇 
C
エ 

 

・ごんと兵十の様子や行動、気持ちのが
大きく変化した場面について具体的
な叙述を根拠にしながら考えている。 

 

5 

・うなぎのいたずらへのつぐないを始め
るごんと兵十の様子や行動、気持ちを
想像する。（3 場面） 

 

 
●
⑴ 
オ 

 
〇 
C
エ 

 

・場面の様子や登場人物の言動、気持ち  
 や様子などを表す言葉を取り上げそ
れらを比べたりつなげたりしながら
語句の量を増し、話したり書いたりし
て活用することを通して、語彙を豊か
にしている。 

・ごんと兵十の様子や行動、気持ちの変 
 化について、具体的な叙述を根拠にし 
 ながら想像している。    

6 
 

本時 

・ごんが兵十に撃たれてしまう場面のご
んと兵十の気持ちの変化を考える。 

（6場面） 
・最後の一文（情景描写）の効果について、
仲間と考えを交流する。 

 
〇
⑴ 
オ 

 
● 
C
エ 

 

・ごんと兵十の様子や行動、気持ちの変 
 化を場面の移り変わりと結び付けて 
 具体的に想像し、理由を明確にしなが 
 ら考えている。     

７ 
・ 
8 

・初発の感想を振り返り、比較しながら、
物語の結末について感じたこととその
ように感じた書きぶりを取り上げ、考
えたことを文章にまとめる。 

 
・仲間と感想を交流し、感じたことを伝え
合う。 

・単元のまとめをする。 

 

 
● 
C
オ 

● 

・呼称の変化や情景描写等の表現を根 
 拠に、物語の結末について、書きぶり 
 を取り上げたり自己と比較したりし 
 て、感想や考えをノートにまとめてい  
 る。           
・進んで物語の結末について感じたこ
とや考えたことをまとめ、学習したこ
とを生かして仲間に伝えようとして
いる。  

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、語彙を豊かにすることができる。 

〔知識及び技能〕⑴オ 

・登場人物の気持ちの変化について場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。                          

                                                          〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴エ 

・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴オ 

・言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうと 

する。                            「学びに向かう力、人間性等」 

-５- 

ごんと兵十の気持ちの変化を捉え、物
語の結末についての感想を文章にまと
めよう。 

 



 

 
 

 
 

学年 第１学年 

教材名 二十歳になった日 

本時の位置 ３・４／４時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

その他，関連した指導について 
 

 
 

 
 

 

 

 

（教委止め） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教委止め） 

 

 

 

 

 
 根拠を明確にして自分の考えをもつためには、文

章を読む目的を確認し、着目した語や文と、自分の

考えとを結び付けて説明するように指導します。 

 

【学習活動】 
１ 前時の学習内容を振り
返り、本時の課題を確
認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 課題に対する自分の考
えをまとめ、交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
３ もう一度、考えを書き
直したり加えたりする。 

 
 
４ 単元の学習を振り返り、 
随筆を書くときに生か 
したいことなどを整理 
する。 

筆者が「二十歳になっ
た日」に感じたことや考
えたことを伝えるため
にしている、構成や表
現の工夫とその効果を
考えよう。 

◆文章を読む目的を確認し、着目する語や文を指導します。 
〔ここでの発問〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆着目した語や文と自分の考えを結び付けて説明するように指導します。 

 

 

-６- 

「発問」によって思考を焦点化しましょう！ 

            ★「根拠を明確にする」指導ポイント★ 
考えと根拠がつながっているということに加え、それらがどのようにつなが

るのかを説明するよう問い返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の目標 
筆者の思いや考えがどのように書かれているかに着目し、本文中の具体的な記述を挙げながら、構成

や表現の効果について考えることができる。 
 

 

根拠 考え 

〔ここでの発問〕 
 

【理由付けの発問（例）】 
・着目した語や文から、なぜそのよ 
うに考えたのですか？  
・着目した語や文とあなたの考えは 
どのようにつながっていますか？ 

 
 

 

 

・文章を読む目的を確認しましょう。 

・着目した語や文と考えをつなげて 

 説明するよう指導しましょう。 

「板書」によって思考を整理しましょう！ 

例えば、「ひとり」という
語が 7 回繰り返されて
いるという工夫がありま
す。 

今日は、筆者が感じたことや考えたことを伝えるためにしている、構成や表現の
工夫とその効果を考えましょう。本文には、どのような表現の工夫がされていま
すか？その効果を考えながら、もう一度文章全体を読んでいきましょう。 

 

※板書例（一部） 

 
着目した「ひとり」という語から、「決意が強調される効果」と考えたの
は、なぜですか？ 

 

「ひとり」という語は、本文
の中で 7 回繰り返されて
いることから、それだけ強
調したいといえます。 
さらに、前の時間の学習
で学んだ筆者の思いや考
えとつなげると、「自分の
力で生きていく」という決
意が強調される効果があ
ると考えました。 

理由付け 

 



 

 
 
 
 

学年 第１学年 

教材名 二十歳になった日 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 ※省略  

 

３ 指導と評価の計画（全４時間）     〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 

時間 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 

・「随筆」の定義を確認する。 

・単元の目標を確認し、学習の見通し

をもつ。 

・作品を通読し、話の大体を捉える。 

・作品の構成を確認する。 

・印象に残った表現を見付け、その理

由を書く。 

 

 

 

 

〇

C

エ 

 

・「現在→過去の回想→現在」という構成に

なっていることを捉えるとともに、印象

に残った表現とその理由を考えている。 

 

２ 

・心情を表す語句や表現などに着目

し、筆者が「二十歳になった日」に

感じたことを挙げる。 

 

● 

⑴

ウ 

  

・心情を表す語句や表現に着目し、意味を

調べたり類義語と比較したりして、感じ

たことを言語化することで、語感を磨き

語彙を豊かにしている。 

 

３ 

・ 

４ 

 

 

本時 

 

・前時読み取った筆者の思いや考え

が、「どう書かれているか」に着目し

て、構成や表現の効果を考える。 

・各自が見つけた構成や表現とその効

果を語り合い、共有したり整理した

りする。 

・学習を振り返り、印象に残った表現

や随筆の特徴、随筆を書くときに生

かしたいことを整理する。 

・単元のまとめをする。 

 

●

C

エ 

● 

・具体的な記述を挙げながら、筆者の思い

や考えとつなげて、構成や表現の効果を

考えている。 

 

・進んで構成や表現とその効果について考

え、学習したことを生かして筆者のもの

の見方や感じ方を捉え、随筆を読み味わ

おうとしている。 

  

 

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握

し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 

全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意 

して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。 

〔知識及び技能〕⑴ウ 

・文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる。                          

                              〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ⑴エ 

・言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを   

 伝え合おうとする。                       「学びに向かう力、人間性等」 

-７- 

筆者独自のものの見方や感じ方を
捉え、語感を磨きながら、随筆の構
成や表現の効果について考えよう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・どうしてそう考えようと
思ったの？  
・どうしてそう考えられ
るの？  

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

指示ではない 『４つの視点』 から発問しましょう！ 

 

根拠 ・どうしてそう考えようと思ったのですか？  
・どうしてそう考えられ
るのですか？  

解釈 ・図（式）でいうとどういうことですか？  
・～さんの考えを、自分
でも説明できますか？  

・ようするにどのように
考えるのですか？ 
・以前学習したことと 
比べてどうですか？ 

発展 ・他の方法でも考えることはできないですか？  
・数値や条件を変えても
同じようにできますか？

個の学習状況に応じてこのような経験を積み重ねることで、 
筋道を立てて説明する力を少しずつ育てます。 

 本時の学びを 『最初から最後まで』 
        自分の言葉で アウトプット！ 

『最初から最後まで』 
自分の言葉で、説明し直す。 

この１単位時間で、この子の 

考えは確かになったかな。 

(1)単元の中の本時の役割 を読み取ります。 

(2)どの児童生徒が、どんな学びをするのか予想します。 

(3)考えが確かになる・深まるように『４つの視点』から発問を考えます。 

 ポイント 

-８- 

似たような問題
でも、同じよう
に説明できるか
振り返る。 

条件を変えても、
同じように説明で
きるか振り返る。 

この１単位時間で、この子の 

考えに深まりがあったかな。 

統合 

 振り返る手順 
 

自分の説明の
足らないところ
を付け足す。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

学年 第３学年 
単元名 あまりのあるわり算 

本時の位置 １／８時 

過程 学習活動 

導

入 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

終 

末 

〇問題の提示 

 

 
 

・問題解決の見通しをもつ。 

 

 

 

〇 

 

〇追究 

・問題の場面を図に表して立式をする。         

 
 

 

 

 

 

〇まとめ 

 

 

 
 

 

 

 

 

〇本時の学びの振り返り 

→①自分の考えを加除修正し、自分の言葉で説明し直す 

②類題で同じように説明する 

③条件を変えて説明したり、共通点を見いだしたりする 

 

 

・計算するだけではなく、商とあまりの求め方を最

初から最後まで自分の言葉で説明する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

りんごが１７こあります。１人に３こずつ分
けると、何人に分けられますか。 
 

１７このみかんを１人に３こずつ分けると５
人に分けられて２こあまります。このことを式
で１７÷３＝５あまり２ と表します。また、１７÷
３の答えも３のだんの九九を使うと答えが求
められます。 
 わり算では、あまりがないときは「わりきれ
る」といい、あまりがあるときは「わりきれな
い」といいます。 

 

発展 

 

課題 ちょうど分けられないときのわり算
の答えのもとめ方を考えよう。 

 

解釈 

 

振り 
返る 

振り 
返る 

 同じ数ずつ分けて何人分に分けられるか

を求めるからわり算で求められるぞ。 

本時の目標 
余りのある除法の余りについて考える活動を通して、数量の関係に着目し、既習の除法と同様に乗法九九を使って計

算すれば、商と余りが求められることに気付き、余りのある除法の計算の仕方を図や式を使って説明することができる。 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

 

 

 

【図】 

 
【かけ算九九】 

４人分 ３×４＝１２ ５こあまる 
５人分 ３×５＝１５ ２こあまる 
６人分 ３×６＝１８ １こたりない 

 

  ・先生と一緒に 

・仲間の説明を聞く 

・ウェブラーニング 

・教科書の問題 

計算はできたけ

ど説明はうまくで

きないな。先生に

聞いてみよう。 

カードが１３枚あります。１人に４枚ずつ 
くばると、何人にくばれますか。 
 

計算の仕方を説

明できたぞ。もっ

と他の問題にも

挑戦してみよう。 

【全員が自分の考え（見通し）をもつための発問】 
・どうして「わり算」で求められると考えましたか？ 

・以前学習した「わり算」と違うところはありますか？ 

 

 

【誰一人取り残さないようにするための個に応じた発問】 
 

 

 

 図・乗法九九ともにできた児童 

・「２こあまる」と書いてあるけれ

ど、図でいうとどういうことです

か？図と式をつないで説明し

てみましょう。 

式で考えたが「２こあまる」こと

の説明ができない児童 

・Ａさんは図で考えたようです。Ａ

さんの図でいうと「２こあまる」

とはどの部分のことですか？ 

【自分の言葉で説明できるようになるための発問】 
 

 

 

  

 

振り 
返る 

解釈 

 

類題に挑戦する場面を位置付け、自分の言葉で説明で

きるようになったかを確かめることが重要です。 

自分で図や乗法九九を使って

説明ができない児童 

・図を使って考えようとしたので

すね。この図の中に九九を使っ

ている部分はどこですか？ 

・「わり算」の時と比べて違うとこ

ろはどこですか？ 

表現が飛躍していたり、不十分

になっていたりしている部分が

ある児童 

・どうして商が４ではだめ 

なのですか？ 

・４×３を使ったのですね。図の

中にこの式が表す部分はどこ

ですか？ 

他の問題にも挑戦している児童 

（何問か解いた後） 

・どんな式だと「わりきれない」の

か説明してみましょう。 

 ・もう一度図を使って１３÷４の計

算の仕方を説明してみましょう。 

・違う問題で、九九を使って説明

し、計算してみましょう。 

類題から捉えた児童の学習状況に応じて、さらに学び進

めるための発問を行うことも重要です。 

図や式を使って考えるだけではなく、それぞれの考えを

つなげて「解釈」にかかわる発問をすることで、さらに考

えを深めることにつながります。 

-９- 

 
根拠 

統合 

解釈 

解釈  
 

根拠 

 
 

根拠 

統合 解釈 

発展 

                   の視点から発問し、 

『最初から最後まで』自分の言葉で説明する環境設定をしましょう。 

解釈 統合 発展 根拠 

本時と関わりのある単元の学習を統合することによって

考え（見通し）をもつことができます。 

 
「2こあまる」は 
図でいうとどこ 
のことかな？ 

統合 

解釈 



 

 
 
 
 

学年 第３学年 

単元名 あまりのあるわり算 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①包含除や等分除など、除法の意味につい

て理解し、それが用いられる場面について

知っている。 

②除数と商が共に１位数である除法の計算

が確実にできる。 

③割り切れない場合に余りを出すことや、余

りは除数より小さいことを理解している。 

①除法が用いられる場面の数

量の関係を、具体物や図など

を用いて考えている。 

②余りのある除法の余りについ

て、日常生活の場面に応じて

考えている。 

①除法が用いられる場面の数量の

関係を考え、具体物や図などを

用いて考えようとしている。 

②除法が用いられる場面を身の回

りから見付け、除法を用いようと

している。 

３ 指導と評価の計画（全８時間）       〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 

 

※【本時につながる前時までの学び】
本時の「余りのある等分除」においては、前単元「わり算」の「等分除」の場面において行った、具体

物の操作や図の表現と式をつなぐ活動を大切にし、『解釈』などの発問を意図的に仕組むことで、本時の
目標を達成することができます。 

※【今後の学びへのつながり】
「具体物の操作」のどの部分が、「図」のどの部分と「式」のどの部分につながっているのか、指し示
して解釈する活動を大切にし続けることで、除法のみならず四則計算の仕組みや仕方の理解を深めること
につながります。 

 時 ねらい 知 思 態 
 
前
単
元 
 
 
わ 
り 
算 

１ 具体的な操作などを通して、等分除の意味を理解し、除法の式に表すことができる。  ①  ① 

２ 
等分除の答えは乗法九九を用いて求められることを理解し、図や式などを使って答
えを求めることができる。 

①   

３ 具体的な操作などを通して、包含除の意味を理解し、除法の式に表すことができる。  ①   

４ 
包含除の答えは乗法九九を用いて求められることを理解し、図や式などを使って答
えを求めることができる。 

①   

５ 
具体的な場面の考察を通して、等分除と包含除を統合的にとらえ、立式の根拠や答
えの求め方を説明することができる。 

 ❶ ①  

 （以下略）    

 
本 
単 
元 
 

１ 
本時 

余りのある除法の余りについて考える活動を通して、数量の関係に着目し、既習の除法と同

様に乗法九九を使って計算すれば、商と余りが求められることに気付き、余りのある除法の

計算の仕方を図や式を使って説明することができる。 

 ①  ① 

２ 余りと除数の大小関係について理解することができる。 
①
③ 

  

３ 
等分除の場面についても、余りの意味や計算の仕方を具体物や図、式などを用いて
考えることができる。 

 ❶  

４ 割り切れない場合の除法の計算について、答えの確かめ方を理解することができる。 ②   
５ 
６ 

余りのとらえ方について理解を深め、日常生活の場面に即して、問題に応じた商と
余りを考えることができる。 

 ② ❶ 

 （以下略）    

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

（１） 割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し、それが用いられる場合について知り、その計

算が確実にできる。 

（２） 割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり、割り切れない場合の除法を日常生活

に生かしたりすることができる。 

（３） 割り切れない場合の除法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理の

よさに気付き生活や学習に活用しようとしている。 

-１０- 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

 

 

学年 第５学年 
単元名 割合 

本時の位置 ７／１０時 

過程 学習活動 

導

入 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

〇問題の提示 

 

 

 

・問題解決の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

○追究  

・問題の場面を図に表して考える。         

 
 

 

 

 

 

 
 

・交流を通して、自分の考えを修正したり、付
け足したりする。 

〇まとめ 

 

 

 

〇本時の学びの振り返り 

→①自分の言葉で説明し直す 

②類題で同じように説明する 

③条件を変えて説明したり、共通点を見いだしたりする 

 

 

 

 

 

 

定価 800 円のハンカチが、３０％引きのね
だんで売られています。ハンカチのねだん
はいくらですか。 

【誰一人取り残さないようにするための個に応じた発問】 
 

 

 

 

【全員が自分の考え（見通し）をもつための発問】 
・おおよそいくらになるでしょうか？（8００円より安くなる）（半値 400円よりは高い） 

・何を使って考えますか？ 

・この数直線で問題場面をとらえるとどうなりますか？ 

 

 

 

 

 

 

 
・これはどのように考えたのか

分かりますか？ 

 

 

 

 

まず割引分を求めて全体からひいたり、割
引分をひいた割合を使って求めたりすれば
よい。 

・どうしてこの式（1-0.3）に

なるか図を使って説明でき

そうですか？ 

・かけ算になるのは図のどこ

から分かりますか？ 

 

 

発展 

 

課題 割引された後のねだんの求め方
を考えよう。 

教科書や手がかりなどを

もとに「解釈」することか

ら始めることも大切です。 

考えの「飛躍」や「曖昧さ」

に気付くよう、即時評価・

指導をしましょう。 

 
800×（1-0.3）＝800×0.7 

                         ＝560 

答え.560円 

 

800×0.3＝240 

800-240＝560 

 答え.560円 

 
３０％と３０％引き

はどう違うのかな。 

-１１- 

本時の目標 
割引された値段を求める活動を通して、割引分を求めて全体からひいたり、求めたい量の割合を明らかにして求めた

りすればよいことに気付き、考え方を図や式を使って説明することができる。 

 

・（協働学習支援ツールの共有機能等を使って） 

仲間がかいた図と自分がかいた図を比べて、違ったところや 

似ていたところを見つけ、自分の考えを見直してみましょう。 

（数値を変えた問題） 
仕入れのねだんが 1200円
の筆箱が、２０％割引のねだん
で売られています。 
筆箱のねだんはいくらですか。 

 

【自分の言葉で説明できるようになるための発問】 

 

図を使って考え

てみようかな。 

・同じような場面だけれど、数
量や割引率が変わっても、
値段を求めることができま
すか？ 

・ちがう場面ちがう数量でも、
同じように求めることができ
ますか？また共通している考
え方をまとめてみましょう。 

 

（場面を変えた問題） 
Ａ小学校の去年の児童の人
数は 280人で、今年は去
年より 5％減ったそうです。 
今年の人数は何人ですか。 

 

学習状況に合わせた問題で、自分の言葉で解決

できるようになっているかを見届けます。 

まず 1200
円の 20％
を求めて… 

1-0.05＝0.95 
つまり、去年の
95％になったとい
うことだから… 

自分で本時の学びをまとめ、そのまとめを活用して

他の場面で表現できるような環境設定をします。 

・２つの考え方について、２つに

共通する大切な考え方は何で

すか。 

・問題の場面を図に整理する

と、どんなよさがありましたか。 

 

                  の視点から発問し、 

『最初から最後まで』自分の言葉で説明する環境設定をしましょう。 

解釈 統合 発展 根拠 

これまでと同じように、数直線図を使って問題場面

をとらえ、考えさせたい場面です。これまでの見届け

の状況によって、手立てが変わってきます。 

解釈 

 
 

根拠 

解釈 

解釈 

統合 統合 

統合 

 

解釈  
 

根拠 

発展 



 

 
 
 
 

学年 第５学年 

単元名 割合 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①ある二つの数量の関係と別の二つの数
量の関係とを比べる場合に割合を用い
る場合があることを理解している。 

②百分率を用いた表し方を理解し、割合
などを求めている。 

③比較量と基準量から割合を求めたり、
基準量と割合から比較量を求めたり、
比較量と割合から基準量を求めたりし
ている。 

①日常の事象における数量の
関係に着目し、図や式などを
用いて、ある二つの数量の関
係と別の二つの数量の関係
との比べ方を考察し、場面に
合う比べ方を判断している。 

②日常生活の問題（活用場面）
を、割合を活用して解決して
いる。 

①二つの数量の関係につい
て、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に
捉え検討してよりよいもの
を求めて粘り強く考えた
り、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に
活用しようとしたりしてい
る。 

３ 指導と評価の計画（全１０時間）       〇・・・指導に生かす評価 ●・・・記録に残す評価 

 

時 ねらい 知 思 態 

１ 
２つの場面を比べる活動を通して、基にする量が違う場合は比べられないことに気付
き、比べ方を考えることができる。 

  ①  

２ 
基にする量が違う場合の比べ方について考える活動を通して、倍の意味を基にすればよ
いことに気付き、割合を用いた２つの数量の関係の比べ方を図や式を用いて考え説明す
ることができる。 

① ①   

３ 
全体の人数を基にして割合を求める活動を通して、基にする量を１または１００と見れ
ばよいことに気付き、百分率や歩合の意味とその表し方を理解することができる。 

②   

４ 
飲み物に含まれる果汁の量の求め方を考える活動を通して、倍の考えを用いればよいこ
とに気付き、比較量は、基準量×割合で求められることを説明することができる。 

② ①  

５ 
増量後の飲み物の量から、増量前の飲み物の量を求める活動を通して、数直線図や□の
かけ算の式を用いて考え、基準量は、比較量÷割合で求められることを説明することが
できる。 

② ❶  

６ 学習内容を適用して問題を解決する。 
❶ 
❷ 

  

７ 
本時 

割引された値段を求める活動を通して、割引分を求めて全体からひいたり、求めたい量
の割合を明らかにして求めたりすればよいことに気付き、考え方を図や式を使って説明
することができる。 

③ ②  

８ 
利益を加えた値段を求める活動を通して、利益分を求めて全体に加えたり、求めたい量
の割合を明らかにして求めたりすればよいことに気付き、考え方を図や式を使って説明
することができる。 

③ ❷  

 （以下略）    

※【本時につながる前時までの学び】
本時の「二つの数量関係に着目し、図や式、言葉を用いて説明する活動」は、第４学年「簡単な場合につい

ての割合」、第５学年「小数の乗法、除法」で、図や式などを用いて、二つの数量の比べ方を考察したり、除
法の見方を一般化し、小数倍の考え方を数直線や図などを用いて説明したりした学びとつながります。 

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

（１）二つの数量の関係について、割合で比べる場合があることや、百分率による割合の表し方を理解し、
割合を用いて比べたり、割合や百分率を求めたりすることができる。 

（２）二つの数量の関係に着目し、倍の意味を基に、割合を用いた比べ方や表し方を図や式などを用いて
考えることができる。 

（３）図や式などを用いて考察する力などを養うとともに、数学的に表現・処理したことを振り返り、多
面的に捉え粘り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したりしたことを生活や学習に活用しよう
としている。 

-１２- 

※【今後の学びへのつながり】
第５学年「円グラフや帯グラフ」、第６学年「比」、中学校「数と式」領域や「関数」領域など広い範囲
で利用される素地となる学びです。また、中学校の理科など他教科の学習にも生かされます。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

学年 第２学年 
単元名 平行と合同（第２節） 

本時の位置 ５／７時 

過程 学習活動 

導

入 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

〇問題の提示 

 

 

 

 

 

・問題解決の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

○追究 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の学びの振り返り 

→①自分の言葉で説明し直す 

②類題で同じように説明する 

③条件を変えた問題でも、求め方を説明したり 

共通点を見いだしたりする 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
〇まとめ 

 

 

右の図でℓ//ｍのとき、 
∠𝑥の大きさ求めよう。 

  

 

・今まで習った図形の性質を使えば・・・。 

・補助線を引けば…。 

-１３- 

本時の目標 
図形の中に表された角の大きさを求める活動を通して、補助線を活用する際には、既習の図形の性質が表れるよう

にひくことが大切であることに気付き、角の大きさの求め方を説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

 

 

 

方法② 方法① 

・どれも今までに習った三角形の角の
性質を使ったり、平行線の性質を使
ったりして説明しているな。 

方法③ 

【全員が自分の考え（見通し）をもつための発問】 
・どうやったら求められそうですか？ 

・どんな図形の性質が使えそうですか？ 

理解が不十分な生徒の状況を捉え、既習の学習とつ

ないで見通しがもてるような発問をすることで、生

徒から追究の根拠となりそうなこと引き出します。 

【誰一人取り残さないようにするための個に応じた発問】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えで足りないところはないですか？ 

付け足して書いておくといいです。 

・どの図形の性質を使いまし

たか？ 

・〇〇さんはどのように考えて

求めているか分かります

か？ 

・この 60°＋40°は、図で言うと

どこの角を求めているので

すか？ 

・（教科書の図を示して）どう

してここに補助線をひこうと

思いましたか？ 

・他の補助線で、求めること

はできないですか？ 

・どの求め方にも共通するこ

とはありませんか？ 

・ようするに、どのようにする

と ∠𝑥を求めることができ
ますか？ 

 

教科書・ノートの図や仲間の考えなどとつなげ

ながら「解釈」することも大切です。 

考えづくりの中で「まとめ」

につながる思考を生み出す

ように促しましょう。 

【自分の言葉で説明できるようになるための発問】 
 

 

 

 

 

 

 
 

・もとの図形と、数値や条件を変えた図形をくらべて、何か共通点はあり

ますか？ 

発展 

 

自分の言葉で説明できるようになっているか

を見届ける場をつくることが大切です。 

・数値を変えた図形でも、同じ

ように求めることができるか

説明してみよう。 

・条件を変えた図形でも、同

じように求めることができる

か説明してみよう。 

課題 ∠𝑥の大きさの求め方を説明しよう。 

統合 

発展 発展 

解釈  
 

根拠 

統合 発展 

 
 

根拠 

                  の視点から発問し、 

『最初から最後まで』自分の言葉で説明する環境設定をしましょう。 

解釈 統合 発展 根拠 



 

 
 
 
 

学年 第２学年 

単元名 平行と合同（第２節） 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①平行線や角の性質を理解している。 

②多角形の角についての性質が見い

だせることを知っている。 

①基本的な平面図形の性質

を見いだし、平行線や角の

性質を基にしてそれらを確

かめ説明することができる。 

①平面図形の性質のよさを実感して粘り

強く考え、平面図形の性質について学ん

だことを生活や学習に生かそうとしたり、

平面図形の性質を活用した問題解決の

過程を振り返って評価・改善しようとした

りしている。 

３ 指導と評価の計画（第２節 全７時間）   〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 

 

※【本時につながる前時までの学び】

この節では、「一直線のつくる角が 180°である」ことを認めることから始まり、帰納や類推により見

いだした「対頂角の性質」「平行線の性質」等の図形の性質を、演繹的に導いています。第４時の「三角

形の内角と外角の性質」の学習では、説明の際に補助線をひくことが必要であることも学びました。そこ

で本時は、補助線のひき方について、さらに深く学んでいきます。 

※【今後の学びへのつながり】

次の単元では、特別な三角形や四角形の性質をさらに追究していきます。「二等辺三角形の性質」や

「平行四辺形の性質」等の図形の性質を演繹的に導くときには、補助線をひき、つくり出した２つの三角

形が合同であることを示す必要性がでてきます。その際には本時学んだ、「三角形の合同条件」が使える

ように、意図的に補助線をひく指導を繰り返し行うことで、演繹的に推論する力をさらに伸ばしていくこ

とができるようにします。 

 

時 ねらい 知 思 態 

１ 
「対頂角は等しい」ことが「一直線のつくる角が 180°である」ことを基にして、文字

を使って説明できることを知る。また、節の見通しをもつことができる。 
①    

２ 
「平行線の錯角は等しい」ことを「対頂角は等しい」ことと、「平行線の同位角は等しい」

ことを基に説明し、「平行線の性質」を理解することができる。 

①  

②  
  

３ 

「錯角が等しいならば２直線が平行である」ことを「対頂角が等しい」ことと「同位角

が等しいならば２直線が平行である」ことを基に説明し、「２直線が平行線になるための

条件」を理解することができる。 

①    

４ 
「三角形の内角と外角の性質」を「平行線の同位角や錯角が等しい」ことと、「一直線の

つくる角が 180°である」ことを基にして、説明することができる。 
 ①  ① 

５ 

本時 

図形の中に表された角の大きさを求める活動を通して、補助線を活用する際には既習の

図形の性質が表れるようにひくことが大切であることに気付き、角の大きさの求め方を

説明することができる。 

 ①  

６ 
星形の図形の中に表れる性質を見いだし、既習の図形の性質を根拠に、星形の先端の角

の和が 180°であることを説明することができる。 
❷ ❶  

７ 既習の図形の性質を根拠に、様々な図形の角の大きさを求めることができる。 ❶  ❶ 

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

（１） 平面図形と数学的な推論についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学

化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けることができる。 

（２）数学的な推論の過程に着目し、図形の性質や関係を論理的に考察し表現することができる。 

（３）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとしたり、

問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたり、多様な考えを認め、よりよく問題解決しよ

うとしたりする。 

-１４- 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科

観察、実験の目的が分からないまま参加している児童

生徒が多いな。主体的な観察、実験にするため
には、どのような指導が大切かな？ 

問題（課題）を見いだすことが苦手な児童生徒が多

いな。自ら問題（課題）を見いだすには、どの
ような指導が大切かな？ 

★まずは・・・ 

② 仮説や解決への見通しを確認したり、問題（課題）

を再確認したりしましょう。 

③ 考察では、観察、実験の事実を踏まえ、問題（課題）に

対する考え等を表現できるよう、指導しましょう。 

◆ 終末には問題（課題）解決したことを科学的な言葉

でまとめたり、視点を明確にして振り返ったりできる

よう、指導しましょう。 

★その上で・・・ 

① 差異点や共通点から問題を見いだすことができるような

事象提示や発問を心がけましょう。 

が最も大切です！ 
 

考察が苦手な児童生徒が多いな。自分の考えを表
現できるようにするためには、どのような指導
が大切かな？ 

-１５- 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学年 第５学年 
単元名 振り子の運動 

本時の位置 ３／８時 

過程 学習活動 

問
題
（
課
題
）
の
設
定     

／       

仮
説
・見
通
し      

／  
  

 

観
察
、実
験    

結
果
・考
察    

／   

ま
と
め
・振
り
返
り 

＜事象の提示＞ 
・振れ幅が大きな振り子と、小さな振り子を順に提示
し、それぞれが動く様子を見る。 

 
 
 

＜問題（課題）＞ 
 
 
 

＜仮説（予想）・見通し＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜観察、実験＞  ＜結果・考察＞ 
・「振れ幅」を変えて１往復する時間を測定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜まとめ＞ 
 
 
  
＜振り返り＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本時の目標 

振り子の振れ幅を変えたときの１往復する時間について、器具などを選択して正しく扱いながら調べ、得られた結果を

適切に記録することができる。 

振り子が１往復する時間は、「振れ幅」を変えると
どうなるだろうか。 

振れ幅 
10往復する時間（秒） 10往復する時

間の平均（秒） 

1往復する時間

の平均（秒） 1回目 2回目 3回目 合計 

20° 11.0 11.2 11.0 33.2 11.1 1.1 

40° 11.1 12.4 10.9 34.4 11.5 1.2 

 

振り子が１往復する時間は、「振れ幅」を変えても
変わらない。 

 

 

このような指導を心がけましょう！ 
 

・児童に『問題（課題）意識』があるかが最も大切です！ 

・児童の主体的な追究を生み出すために、十分な指導 

と見届け（評価）を大切にしましょう。 

 ことは、十分に指導しましょう。 

 振れ幅が大きいほど勢いがあると
思うから短くなると思う。 

振れ幅を変えても、 
1往復する時間は変わ
らないと思うな。 

振れ幅が大きい方が、ほんの少し１往復する時間が短
く感じたよ。きっと振れ幅が関係しているのでは…？ 

変える条件は振れ幅 
だね。20°と40°で 
倍に変えてやってみ 
たいな。 

振れ幅を変えても、1往復する時間が変わらないと思う
から、測定結果は何回やっても同じになるはずだね。 
振れ幅の条件を変えて、それぞれ 3 回ずつ測定して、
平均する方法でやるとより正確な結果になるよね。 

振れ幅が大きい
ほど、振り子がは
やく動いて、 
1往復する時間が
短くなると思う。 

40°の方が1往復する時間が長くなっているけど、 
本当にこれでいいのかな。みんなはどうかな。 

40°の2回目の結果が他の結果と比べて特に長いな。 
もう一度3回ずつ測定してみよう。 

やり直したら、40°の1往復する時間の平均は1.1秒 
になった。このことから、振り子の振れ幅を変えても、 
1往復する時間は変わらないと考えられるね。 

はじめは振り子の１往復する時間は振れ幅によ
って変わると思っていたけど、変わらなかった。 
きっと振り子の長さに関係していると思うので、
次の時間は、今日のやり方を生かして調べたい。 

ブランコでは、振れ幅が大きい方がはやいから、 
１往復する時間が短く感じていたけど、その分たく
さん移動しているので、結局１往復する時間は同じ
なんだって考えました。太郎さんに説明したら「な
るほど！」って言ってもらえて嬉しかったです。 

◆終末には、問題（課題）解決したことを科学的な言葉 
でまとめたり、視点を明確にして振り返ったりできる 
よう、指導しましょう。 
・書き出しやキーワード等を提示し、自分の言葉でまとめるようにする。 

 
・振り返りの視点を示す。 ※視点を１つに絞ることも考えられる。 

 ・「はじめと比べて・・・」、「自分や仲間のよさ（学んだこと）は・・・」、 
「身の回りでは・・・」、「次の学習では（見通し）・・・」 
等の視点で振り返りを書きましょう。 

②仮説（予想）や解決への見通しを確認したり、問題 
（課題）を再確認したりしましょう。 
・本時の問題（課題）を基に、変える条件をどのように設定するかについて 
考えるよう促す。 

 
 

・予想される実験結果について確認する。 

 

・次時以降に児童が主体的に実験計画を発想し、追究できるよう、 
本時では、複数回測定して平均を出すことや、表に整理する意味に 
ついて十分に指導する。 【本時指導し、第5時の評価で記録に残す】 

 

・今日はどの条件について調べる時間ですか？ 
→今回の変える条件について説明できますか？ 

・何回か測定して平均を計算するとよいのはどうしてですか？ 
・表に整理すると、どのようなよさがありますか？ 

・仮説（予想）が正しかったら、どのような結果になりそうですか？ 

①差異点や共通点から問題を見いだすことができる 
ような事象提示や発問を心がけましょう。 
・単元を貫く問題（課題）を提示し、本時の問題（課題）につながる事象を 
提示し、問いかける。 

    →児童の疑問から問題（課題）化へ  ※一部のつぶやきで進めない。 
 

 

 

 

・〇〇と●●を比べて気付くこと（異なること、同じ 
こと）は何ですか？ 
・明らかにしたいこと（調べたいこと）は何ですか？ 
・みんなはどうですか？ 

-１６- 

③考察では、観察、実験の事実を踏まえ、課題に対する 
考え等を表現できるよう、指導しましょう。 
・実験結果に「実証性」、「再現性」、「客観性」があるかを問いかける。 
・課題に正対した考察となるように机間指導等を行って見届ける。 

・実験によって確かめられましたか？ 何度やっても同じ 
結果になりましたか？ 誰がやっても同じ結果ですか？ 
・実験結果はあなたの仮説（予想）や見通し通りでしたか？ 
・結果を基に、課題に対する考えを考察に書きましょう。 

・振り子が１往復する時間は…に続けてまとめを書きましょう。 



 

 

 
 
 
 

学年 第５学年 

単元名 振り子の運動 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 ※省略 
 
３ 指導と評価の計画（全８時間）      〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 
時 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 

・１つの振り子と速さが異なる曲をいくつか用意し、それぞれの曲の速さと振り 
子の周期があっているかどうか、観察する。 

・曲の速さと振り子の周期が合わないことに注目し、振り子が１往復する時間を
変えている要素を見いだす。 

 
 
 
・振り子が１往復する時間と、「振れ幅」「振り子の長さ」「おもりの重さ」の関係
から、問題を見いだす。 

 〇  

振り子が振れる様子から、振り子
が 1 往復する時間について問題
を見いだし、表現している。 

２ 

 
・振り子が１往復する時間は、何によって変わるかについて予想する。 
・振り子が１往復する時間を正確に調べる方法を知り、実験計画を立てる。  ●  

振り子の運動の規則性の予想や
仮説を発想し、条件制御しなが
ら、正確に調べる実験方法を計画
している。 

３ 
本 
時 

 
・「振れ幅」を変えた振り子が動く様子から、１往復する時間について考える。 
 
 
・「振れ幅」を変えて調べる。振り子が１往復する時間は「振れ幅」では変わらな
いことを見いだす。 

・今後、「振り子の長さ」と「おもりの重さ」について調べる見通しをもつ。 
・振り返りを書く。 

〇   

振り子の振れ幅を変えたときの
１往復する時間について、器具な
どを選択して正しく扱いながら
調べ、得られた結果を適切に記録
している。 

４ 
 
 
５ 

 
 
 
・「振り子の長さ」を変えて調べる。振り子が１往復する時間は「振り子の長さ」
で変わり、より長い方が１往復する時間が長くなることを見いだす。 

  〇 

 
実験に進んで取り組み、仲間と協
力して調べたり、実験結果などを
互いに伝え合ったりしながら、問
題解決しようとしている。 

 
 
 
・「おもりの重さ」を変えて調べる。振り子が１往復する時間は「おもりの重さ」
では変わらないことを見いだす。 

・振り返りを書く。 

●   

おもりの重さを変えたときの１
往復する時間について、器具など
を選択して正しく扱いながら調
べ、得られた結果を適切に記録し
ている。  

６ 

 
・実験結果を整理し、振り子の運動の規則性について考える。 
 
 
 

 ●  

振り子の運動の規則性について、
得られた結果を基に考察し、表現
している。 

７ 
 
８ 

 
 
 
・本単元で学習してきたことを生かし、１秒で１往復する振り子を作る。 
・作った振り子について、振り子の運動の規則性がよく分かるように、絵や図、
言葉を使ってまとめる。 

・振り返りを書く。 

  ● 
振り子の運動の規則性について
の学習を生かして、１秒で１往復
する振り子を作ろうとしている。 

●   

振り子の重さや振れ幅を自由に
変えて作っても、振り子が1往復
する時間は、「振り子の長さ」の調
節によって変わることを理解し
ている。  

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

振り子が１往復する時間に着目して、おもりの重さや振り子の長さ、振れ幅の条件を制御しながら、
振り子の運動の規則性を調べる活動を通して、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する
技能を身に付けるとともに、主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力や主体的に問題解決しよ
うとする態度を育成する。 

-１７- 

振り子が１往復する時間は、何によって変わるのだろうか。 
＜※単元を貫く問題（課題）＞ 

振り子が１往復する時間は、「振り子の長さ」を変えるとどうなる
のだろうか。 

振り子が１往復する時間は、「おもりの重さ」を変えるとどうなる
のだろうか。 

振り子が１往復する時間は、「振れ幅」を変えるとどうなるのだろうか。 

振り子が１往復する時間は、「振り子の長さ」によって変わる。長くな
ると、1往復する時間は長くなる。また、「振れ幅」や「おもりの重さ」
では変わらない。 

１秒で１往復する振り子をつくろう。 

 

第３時での十分な指導が、第４・
５時の順序を自己選択するなど、

主体的な追究を生み出す。 

                                                     

                                               

単元を貫く問題（課題）は、単元

の学習内容によって、設定するか
しないかを検討する。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

学年 第２学年 
単元名 電流と磁界 

本時の位置 ７～９／１２時 

過程 学習活動 

導
入
（
７
時 

課
題
の
設
定
～
仮
説
・見
通
し
） 

／ 

展
開
（
８
時 

観
察
、実
験
～
結
果
・考
察
） 

／ 

終
末
（
９
時 

結
果
・考
察
～
ま
と
め
・振
り
返
り
） 

＜事象の提示＞ 

・内部構造が見える発電式の懐中電灯を提示し、
実際に振って、電球が光る現象を見る。 

 

 

・自分たちで実際に懐中電灯を振って、どのよう 
な時に電球が光るのか確認する。 

 
 

 
 

＜課題＞  
 

 

＜仮説・見通し＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜観察、実験＞  ＜結果・考察＞ 

 

 
 

 

 

 
 
＜まとめ＞ 

 

 

 
 

＜振り返り＞ 

 

 

 

 コイルの中で磁石を 

動かせば、電流をつ 
くり出せると思う。 
 

とても小さな電流が流れていたとしたら、豆電球は光ら 
ないかもしれない。電流をつくり出せるかどうかを調べ 

たいのだから検流計を使ったほうがよいと思う。 

磁石を動かす速さを変えたり、強い磁石 

にしたり、コイルの巻き数を増やしたり 
すれば、流れる電流は大きくなるかも 
しれない。 

 
モーターに似ているようにも思え 
るから、磁界が関係しているの 

かもしれない。 

 

 

 

③考察では、観察、実験の事実を踏まえ、課題に対する 
考え等を表現できるよう、指導しましょう。 

 ・実験結果に「実証性」、「再現性」、「客観性」があるかを問いかける。 

 ・課題に正対した考察となるように机間指導等を行って見届ける。 

 

 

コイルと磁石で電流をつくり出すには、どのよ
うにすればよいだろうか。 

②仮説や解決への見通しを確認したり、課題を再確認 
したりしましょう。 
・仮説を基に実験結果を具体的にイメージさせることで明確な見通しをもて 

るようにする。 

 

 

 

・課題と探究の方向がずれていないか確認する。 

 

 

①差異点や共通点から問題を見いだすことができる 
ような事象提示や発問を心がけましょう。 

 ・事象と「既習内容や生活経験」との差異点や共通点を明確にする。 

→「なぜ？どうしたら？もしかしたらこの場合も、〇〇という法則があるかも…」 

  →生徒の疑問から課題化へ  ※一部のつぶやきで進めない。 

 

 

 ・はじめは、コイルの中に磁石があるだけで電流が流 
れると考えていたけど、コイルの中で磁界が変化す 
ることが大事なのだと分かった。 
・磁界の変化の大小で、誘導電流の大きさが変わる 
という花子さんの考えで自分の考えが深まった。 
・自転車のライトや、自動改札機にも「電磁誘導」 
のしくみが使われていることを知って驚いた。 

コイルと磁石で電流をつくり出すには、コイル
と磁石を近づけたり遠ざけたりして、コイル内
部の磁界を変化させるとよい。この現象を「電
磁誘導」、流れる電流を「誘導電流」という。 

中の磁石が動くことによって電球が光ったのかな。 

◆終末には課題解決したことを科学的な言葉でまとめ 
たり、視点を明確にして振り返ったりできるよう、指導 
しましょう。 

 ・キーワード等を提示し、自分の言葉でまとめるようにする。 

  
・振り返りの視点を明確にし、生徒が自己の学習状況を見つめ直す 

ことができるようにする。 ※視点を１つに絞ることも考えられる。 

 

・生徒に『課題意識』があるかが最も大切です！ 

・常に自分の考えを振り返りながら学習を進め 

られるような指導や支援をしましょう。 

-１８- 

本時の目標 
コイルの中で磁石を動かす実験を通して、生じる電流の大きさや向きは磁石の動かし方によって違いがあることを見

いだすとともに、コイルの磁界が変化することで電圧が生じてコイルに電流が流れることを理解することができる。 

 

 

 

・実験によって確かめられましたか？ 何度やっても同じ 
結果になりましたか？ 誰がやっても同じ結果ですか？ 

・実験結果はあなたの仮説や見通し通りでしたか？ 

・結果を基に、課題に対する考えを考察に書きましょう。 

コイルの中を磁石が通過すると電球がついた。 

モーターと似ているけれど、反対のようだな…？ 
コイルと磁石で電流ができるということなのかな？ 

 

・あなたが考えた仮説は検証することが可能ですか？ 

・検証するにはどんな方法が適していますか？また、どのよ 

うな結果になれば、あなたの仮説が正しいと言えますか？ 

 

・「学習前と比べて・・・」、「自分や仲間のよさ（学んだこと）は・・・」、 

「日常生活や社会では・・・」、「次の学習では（見通し）・・・」 

等の視点で振り返りを書きましょう。 

●コイルに磁石を・・・ 
   近づけた → 検流計の針が右に振れた。 
   遠ざけた → 検流計の針が左に振れた。 

・・磁石を動かさないと検流計の針は変化しない。 
・コイルの巻き数が多かったり、強い磁石を使ったりした 
ら、検流計の針は大きく振れた。 

→コイル内部の磁界を変化させれば電流をつくり出す 
ことができ、磁界の変化が大きいと電流も大きくなる。 

このような指導を心がけましょう！ 
 

・何が明らかになれば、課題を解決したと言えますか？ 

 

 

 

・どんなことに気付きましたか？ ・みんなはどうですか？ 

・前回の学習（知っていること）と異なることは何ですか？ 

・明らかにしたいこと（探究したいこと）は何ですか？ 

・「磁界」、「変化」という言葉を使ってまとめを書きましょう。 



 
 

 
 
 

学年 第２学年 

単元名 電流と磁界 
 

 
１ 単元の目標 

 

 

 
 

 

 
 
２ 単元の評価規準 ※省略 
 

３ 指導と評価の計画（全１２時間）     〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 
時 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 
 
 
２ 
 
 
３ 

・磁石や電磁石のまわりの磁界を、まわりに置いた磁針の向きや鉄粉の 
模様で調べる。 

 
 
・コイルの内側の磁界がどうなるかを予想する。 
・コイルがつくる磁界を観察し、電流による磁界のでき方を調べる。 
 
 
 

〇   
磁石や電磁石について、これまでに学ん
だことや生活経験を基に自分の考えを説
明している。 

〇   
コイルがつくる磁界の観察を正しく行
い、電流による磁界のでき方を記録して
いる。 

 〇  
実験結果から、電流の向きと、コイルの
まわりやコイルの内部の磁界の向きとの
関係を見いだしている。 

４ 
 
 
５ 
 
 
６ 

・モーターのコイルが動く理由を、身近な物でモーターをつくり、動かし 
て考える。 

 
 
・磁界の中のコイルに電流を流すとどうなるか考える。 
・磁界の中においたコイルに電流を流すとどうなるか調べる。 
 
 
 
 
 
・振り返りを書く。  

  〇 
磁石やクリップなど、身のまわりにある
物を使ってモーターをつくり、コイルを
回転させることができている。 

〇   
磁界の中においたコイルに電流を流すと
どうなるか観察し、磁界や電流の向き、
力を受ける向きを記録している。 

 ●  

コイルを流れる電流の向きと、磁界の向
きに関する実験結果を基に、磁界の向
き、電流の向き、力の向きの関係を見い
だしている。 

７ 
 
 
８ 
 
 
９ 
本 
時 

・実際に懐中電灯を振って、どのような時に電球が光るのかを確認する。 
 
 
・磁界の中でコイルに力を働かせるとどうなるか考える。 
・コイルに棒磁石を近づけたり遠ざけたりすることで、電流が流れるか 
調べる。また、電流を大きくするにはどうしたらよいか調べる。 

 
 
 
 
 
・振り返りを書く。 

 ●  

発電式の懐中電灯では、コイルと中の磁
石を近づけたり遠ざけたりすると電流を
つくり出すことができることから、磁界
の中で力を働かせると電流が発生するの
ではないかと推測している。 

●   
コイルに磁石を近づけたり遠ざけたりする
ことで電流が流れることや、電流を大きく
する方法について調べ、記録している。 

 〇  

電磁誘導と誘導電流について理解し、磁
石とコイルが近づくときと遠ざかるとき
では、電流の向きが変わることを見いだ
している。 

10 
 
 
11 
 
 
12 

・乾電池から得られる電流と家庭用のコンセントから得られる電流のち
がいを考える。 

 
 
 
・発光ダイオードを直流、交流それぞれの電源につなぎ、点灯のようす
のちがいについて考える。 

 
 
 
・発電所から家庭までの送電のしくみや工夫について知る。 
・単元で学んだことをもとに自分の考えを記述し、話し合う。 
・振り返りを書く。  

 〇  

直流と交流のちがいについて実験を行
い、交流は電流の向きが連続的に交互に
変化している電流であることを見いだし
ている。  

●   
発電所から家庭までの送電のしくみや、
エネルギー損失を小さく送電するための
工夫を理解している。 

  ● 

これまでに学習したことを振り返り、学
習したことが自分たちの生活にどのよう
に役に立っているか具体例を基に考えよ
うとしている。 

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

・磁界と磁力線との関係、電流の磁気作用に関する基本的な概念を観察、実験を通して理解するとともに、
それらの観察、実験の技能を身に付ける。 

・電流と磁界について見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、実験結果を分析し
て解釈し、電流と磁界の規則性や関係性を見いだして表現する。 

・電流と磁界に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、自
然を総合的に見ることができるようにする。 

 

コイルのまわりの磁界のようすは、どのようになっているのだろうか。 

コイルのまわりの磁界のようすは、コイルの内側と外側で、逆向きの磁
界ができる。電流の向きを逆にすると磁界の向きも逆になる。 

磁界の中でコイルに電流が流れると、コイルはどうなるだろうか。 

磁界の中でコイルに電流が流れると、コイルは動く。電流を大きくする
と、コイルの動きも大きくなる。受ける力の向きは、電流の向きと磁界
の向きによって決まる。 

コイルと磁石で電流をつくり出すには、どのようにすればよいだろうか。 

コイルと磁石で電流をつくり出すには、コイルと磁石を近づけたり遠ざ
けたりして、コイル内部の磁界を変化させるとよい。この現象を「電磁
誘導」、流れる電流を「誘導電流」という。 

乾電池からの電流とコンセントからの電流は、どのようにちがうのだろ
うか。 

乾電池からの電流は、電流の向きが変わらず一定の向きに流れ、コンセ
ントからの電流は、電流の向きが周期的に変化している。 

-１９- 



 

 

 
    
 

 
 
児童生徒質問調査及び学校質問調査には、学習指導要領や生徒指導提要等で述べられている、「このような児

童生徒を育成したい」という願いが込められている質問が多くあります。とりわけ、児童生徒質問調査によっ
て、当該学年児童生徒の学習と生活の状況について、その特徴や傾向を読み取ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問調査の結果は、自校の指導改善の方向 
を明確にする一助となります。 

１ 令和７年度の質問調査の結果（岐阜県）から見えてきたことは何でしょうか？ 

児童生徒 
質問調査 

「主体的な学習の調整」×「平均正答率」 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

分からないことや詳しく知りたりことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫する
ことはできていますか。〔児童生徒質問 16〕 

 

-２０- 

 （１）授業改善に関する取組状況 

主体的な学習の調整 

岐阜県
(Ｒ７）

全国
(Ｒ７)

全国との
差

小 31 25.4 26.3 ▲ 0.9

中 31 22.6 18.9 3.7

小 32 31.1 29.0 2.1

中 32 31.6 23.4 8.2

小 33 28.1 28.7 ▲ 0.6

中 33 25.3 20.2 5.1

小 35 40.9 40.9 0

中 35 41.7 35.1 6.6

校種
質問
番号

質問項目

「当てはまる」と回答した
児童生徒の割合（％）

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業で、自分の考えを発
表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話
の組立てなどを工夫して発表していましたか。

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、各教科などで
学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい
ましたか。

学級の友達〔生徒〕との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか。
　
　※　Ｒ５までは「自分の考えを深めたり、広げたりする」という文言

 

 

 

ク 

ロ 

ス 

集 

計 

「授業で工夫して発表していた」「課

題の解決に向けて自分から取り組ん

だ」「学んだことを生かしながら考えを

まとめていた」等、「主体的・対話的で

深い学び」に取り組んだと考えている

児童生徒は、小学校では全国平均とほ

ぼ同等ですが、中学校では、全国平均

より高いことが分かります。 

主体的に学習を調整できていると考

える児童生徒は、小・中学校ともに全

国平均より高いことが分かります。主

体的に学習を調整できていると考える

児童生徒の方が、各教科の正答率・ス

コアが高い傾向が見られます。 

小 16 35.3 32.6 2.7

中 16 33.8 27.4 6.4

小 36 31.7 31.2 0.5

中 36 27.8 23.0 4.8

分からないことやくわ（詳）しく知りたいことがあったときに、自
分で学び方を考え、工夫することはできていますか。

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見
直し、次の学習につなげることができていますか。

学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学校
教育における質の高い学びを実現し、児童生徒が学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、
生涯にわたって能動的に学び続けるようにすることが求められています。資質・能力を育むために必
要な学びの在り方を絶え間なく考え、授業の工夫・改善を重ねていくことが重要です。 
また、普段の授業の中で、児童生徒が自らの学習を主体的に調整できるようにするために、学習

方法等を自己選択したり、自らの学びを振り返ったりする機会を確保しましょう。 

 

授業の中で、児童生徒が自らの学習を主体的に調整できるように工夫しましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）ICTを活用した学習状況 

 

ICT 機器の活用頻度 

岐阜県
(Ｒ７）

全国
(Ｒ７)

全国との
差

小 28 57.9 46.7 11.2

中 28 73.1 53.2 19.9

校種
質問
番号

質問項目

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業で、PC・タブレット
などのICT機器を、どの程度使用しましたか。

「ほぼ毎日」と回答した
児童生徒の割合（％）

岐阜県
(Ｒ７）

全国
(Ｒ７)

全国との
差

小 29 35.6 39.3 ▲ 3.7

中 29 41.1 36.4 4.7

小 29 50.0 50.6 ▲ 0.6

中 29 55.0 48.4 6.6

小 29 25.7 26.9 ▲ 1.2

中 29 26.7 21.1 5.6

小 29 35.1 38.6 ▲ 3.5

中 29 36.8 31.8 5.0

校種
質問
番号

質問項目

「とてもそう思う」と回答した
児童生徒の割合（％）

(1) あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成す
る（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか。

(4) あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校の
プレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると
思いますか。

(2) あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索
する、調べるなど）ことができると思いますか。

(3) あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を
整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）こ
とができると思いますか。

ICT を活用する自信 

「ICTを活用する自信」×「平均正答率」 

あなたは自分が PC・タブレットなどのＩＣＴ機器で文章を作成する（文字、コメントを書
くなど）ことができると思いますか。〔児童生徒質問 29(1)〕 

 

探究的な学び 
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ク 

ロ 

ス 

集 
計 

岐阜県
(Ｒ７）

全国
(Ｒ７)

全国との
差

小 31 25.4 26.3 ▲ 0.9

中 31 22.6 18.9 3.7

小 33 28.1 28.7 ▲ 0.6

中 33 25.3 20.2 5.1

校種
質問
番号

質問項目

「当てはまる」と回答した
児童生徒の割合（％）

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業で、自分の考えを発
表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話
の組立てなどを工夫して発表していましたか。

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、各教科などで
学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい
ましたか。

ICT機器の活用頻度に関して、「ほぼ

毎日」使用していると回答した児童生

徒の割合は、小・中学校ともに全国平

均より高いことが分かります。特に、

中学校においては、ほぼ毎日使用して

いる生徒の割合は７割を超え、全国平

均を約 20ポイント上回っています。 

ICT 機器を活用する自信に関して、

小学校では全国平均をやや下回ってい

ますが、中学校では全国平均より高い

ことが分かります。ICT 機器を活用す

ることができると考えている児童生徒

ほど、各教科の正答率・スコアが高い

傾向が見られます。 

ICT 機器を活用する自信がある児童

生徒ほど、「授業で工夫して発表してい

た」「学んだことを生かしながら考えを

まとめていた」等、探究的な学びに取

り組んだと肯定的な回答をしている傾

向が見られます。 

学習指導要領解説（総則編）では、「情報活用能力は、世の中の様々な事象を情報とその結び
付きとして捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分
の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力である」と示されています。 
また、情報活用能力は、児童生徒が「コンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得る」

「情報を整理・比較する」「得られた情報を分かりやすく発信・伝達する」「必要に応じて保存・共有
する」といった学習活動を通して育まれます。 
児童生徒が ICTを活用することに自信をもち、安心して挑戦できる環境づくりが不可欠です。 

 

児童生徒がICTを活用することに自信がもてる環境づくりをしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

令和８年度は、どの質問に注目しますか。

令和７年度の実績に基づいて、目標を何％に

設定しますか。その目標値に近づくために、

具体的に何に取り組んでいきますか。 

自校で各職員が書き出したことを取りまと

め、学習指導部会、学年部会、教科部会、研

究推進委員会等で話題に挙げ、さらなる授業

改善に向けて学校全体で取り組みましょう。 

自己肯定感、自己有用感、幸福感 

（２）や（３）と回答した児童生徒が
（１）と回答できるように、 原因を分
析し、個々の学習状況等に即した指
導改善を図ることが大切です。 
（４）と回答した児童生徒も同様で
すが、実際には特別な配慮や支援が
必要なことも考えられます。 

 質問調査の回答分析には、（１）と（２）を合わせ
た「肯定的回答」ではなく、（１）の「肯定回答」の
割合に注目しましょう。 

 

-２２- 

 （３）児童生徒のウェルビーイングに関する状況 

岐阜県
(Ｒ７）

全国
(Ｒ７)

全国との
差

小 5 45.5 47.3 ▲ 1.8

中 5 42.9 40.7 2.2

小 6 54.6 55.3 ▲ 0.7

中 6 53.2 46.6 6.6

「当てはまる」と回答した
児童生徒の割合（％）

質問項目

自分には、よいところがあると思いますか。

先生はあなたのよいところを認めてくれていると思いますか。

校種
質問
番号

岐阜県
(Ｒ７）

全国
(Ｒ７)

全国との
差

小 15 53.3 54.5 ▲ 1.2

中 15 47.5 46.4 1.1

「よくある」と回答した
児童生徒の割合（％）

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいあります
か。

校種
質問
番号

質問項目

 

自分には、よいとことがあると思いますか。〔児童生徒質問 5〕 

 

 

小学校 中学校 

 

経
年
推
移 

「自分には、よいところがある
と思う」と回答した児童生徒の割
合は、小・中学校ともに８５％以
上で、令和３年度以降、徐々に増
加しています。 

 

 

質問
番号

質問項目

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合（％）

Ｒ８
（自校の目標）

Ｒ７
（自校の実績）

自己肯定感の経年推移 

Point 

（１）当てはまる

（２）どちらかといえば
　　　当てはまる

（３）どちらかといえば
　　　当てはまらない

（４）当てはまらない

教師は、児童生徒の発想や着眼点等を肯定的に受け止めて、個性を発見し、伸長するよ
うに心がけなければなりません。まさに「褒めて伸ばす」ことが重要です。児童生徒は、
褒められることで、自分への「自信」と次への「意欲」をもちます。こうした積み重ねが
学力向上につながると考えます。褒めるときには、小さな成功体験を積ませ、その子なり
の努力や成長を認めることなどに留意しましょう。 

 

 
児童生徒に小さな成功体験を積ませ、その子なりの努力や成長を認めましょう。 

 

自己肯定感、自己有用感、幸福感に
関する質問に対して、「当てはまる」
「よくある」と回答した児童生徒の割
合は、全国平均と比べて小学校で低
く、中学校で高いことが分かります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考資料】 

下記の資料を参考にすると、調査結果の分析や具体的な授業改善
の手立てがさらに明らかになります。 

 
 

 
 
教育課程研究センター「全国学力・学習状況調査」 
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html  
 
○ 令和７年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 

   ・ 小学校、中学校別冊…国語、算数・数学、理科 
 
○ 令和７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 

   ・ 小学校、中学校別冊…国語、算数・数学、理科 
   ・ 小学校、中学校合冊…質問調査 

 
○ 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた 
学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】 

     
 

 

 
 
 
 ぎふっこ学び応援サイト 教員用ページ「全国学力・学習状況調査」  

https://www.pref.gifu.lg.jp/site/edu/18428.html  
 
○ 令和７年度 指導改善資料 

 
 
     

ぎふっこ学び応援サイト 教員用ページ「ICTの効果的な活用」 
https://www.pref.gifu.lg.jp/site/edu/61777.html 
 
○ ＜学びを変える＞ ICT活用ガイド 
  
  

令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた  

指導改善資料２０２５ 

令和７年９月 
 

編集・発行  岐阜県教育委員会 

 

 

 ※ 令和６年度以前の関係資料も掲載されています。 
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